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自
治
労
は
、8
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
、函
館
市
で
第

97
回
定
期
大
会
を
開
き
、
2
年
間
の
運
動
方
針
な
ど
を

決
定
し
た
。組
織
強
化
・
拡
大
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
討

論
を
行
う
と
と
も
に
、
2
0
2
5
年
の
参
議
院
選
挙
の

候
補
者
と
し
て
、『
岸
ま
き
こ
』さ
ん
を
決
定
し
た
。

大
会
で
は
、
今
後
2
年
間

の
自
治
労
の
取
り
組
み
方
針

の
ほ
か
、
自
治
労
の
課
題
と

し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進

計
画
や
組
織
強
化
・
拡
大
に

向
け
た
方
針
な
ど
、
全
部
で

8
つ
の
議
案
に
つ
い
て
質
疑

討
論
し
た
。

今
後
2
年
間
の
運
動
方
針

の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
声

を
力
に
、一
歩
前
へ
」に
加

え
、
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

「
助
け
合
い
、
支
え
合
い
、

日
常
的
な
組
合
活
動
を
通
じ

て
、
魅
力
あ
る
職
場
を
つ
く

ろ
う
」「
組
合
員
の
声
を
集

め
、
要
求
・
交
渉
を
通
じ
て

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
つ

く
り
、
地
域
に
根
差
し
た
質

の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
実

現
し
よ
う
」「
生
活
の
基
盤

で
あ
る
平
和
・
人
権
を
守

り
、
多
様
性
を
認
め
あ
え
る

地
域
・
社
会
を
め
ざ
そ
う
」

と
し
た
。

質
疑
で
は
、
神
奈
川
か
ら

武
部
副
委
員
長
が
、賃
金
・
労

働
条
件
改
善
に
向
け
た
取
り

組
み
や
参
議
院
選
挙
闘
争
の

推
進
な
ど
に
つ
い
て
発
言
。

「
人
勧
で
は
再
任
用
も
含

め
全
職
員
の
賃
上
げ
に
資
す

る
勧
告
が
行
わ
れ
た
が
、
物

価
上
昇
な
ど
考
慮
す
る
と
、

満
足
で
き
る
内
容
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
、

賃
金
決
定
は
勧
告
を
最
低
限

と
し
労
使
交
渉
で
決
定
す
る

と
と
も
に
、
初
任
給
格
付
け

や
昇
格
運
用
な
ど
を
含
む
春

闘
期
の
賃
金
要
求
を
ベ
ー
ス

に
各
県
本
部
・
各
組
合
に
お

い
て
労
使
交
渉
で
追
求
す
る

こ
と
を
共
有
し
た
い
。
ま

た
、『
社
会
と
公
務
の
変
化

に
応
じ
た
給
与
制
度
の
整

備
』
に
つ
い
て
は
具
体
の
内

容
は
見
え
て
い
な
い
。
引
き

続
き
省
庁
対
策
の
強
化
と
と

も
に
、
速
や
か
な
情
報
提
供

を
お
願
い
す
る
」
と
し
た
。

さ
ら
に
「『
岸
ま
き
こ
』

さ
ん
の
勝
利
に
向
け
、
日
常

の
組
合
活
動
や
組
織
強
化
と

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を

展
開
し
、
組
合
員
・
家
族
へ

の
浸
透
を
は
か
っ
て
い
く
」

と
発
言
し
た
。

8
つ
の
議
案
は
す
べ
て
賛

成
多
数
で
可
決
す
る
と
と
も

に
、
北
海
道
本
部
・
自
治
労

富
良
野
市
労
連
出
身
の
石
上

千
博
委
員
長
を
先
頭
と
す
る

新
た
な
執
行
部
体
制
が
承
認

さ
れ
た
。

最
後
に
、
自
治
労
は
平
和

と
信
頼
の
社
会
、
質
の
高
い

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ
し
、

共
生
と
連
帯
に
基
づ
く
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
に
向

け
、
運
動
を
さ
ら
に
前
に
進

め
る
と
し
た
大
会
宣
言
を
採

択
し
終
了
し
た
。

大会で決意表明
今大会において、力強い

推せん決定を頂きありがと

うございます。6年前の新

潟大会で立候補表明をさせ

ていただき、議員になって

4年。新型コロナウイルス

感染症の対応や会計年度任

用職員の処遇改善に向け、

現場の声を政府に対し伝え

てきました。いまなお、現

場の最前線で働いている仲

間の組合員の声が、私自身

を強くしこれまで走り続け

てくることができました。

まだまだやりたいことが

あり、組合員の声を届けな

くてはという思いが強く

なっています。全国70万人

の組合員だけでなく家族・

関係者のみなさまを含め、

みんなの声を引き続き国政

に届けるために、引き続き

全力で走り続けていきま

す。

一人でも多くの仲間に、

私の思いを伝えていただく

とともに、自治労の制度・政

策の実現のための取り組み

を広げていただくことをお

願いし、私からの決意の一

端とさせていただきます。 発言する武部副委員長

パ
ワ
ハ
ラ
は
科
学
で
解
決

労
働
弁
護
グ
ル
ー
プ
が
シ
ン
ポ

県
内
の
労
働
組
合
と
労
働

弁
護
団
な
ど
で
構
成
す
る
労

働
弁
護
グ
ル
ー
プ
か
な
が
わ

は
、
9
月
2
日
、
横
浜
で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
。

労
働
相
談
で
の
相
談
内
容

の
上
位
に
あ
が
る
「
パ
ワ
ハ

ラ
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
立
保

健
福
祉
大
学
・
津
野
准
教
授

が
講
演
。

津
野
さ
ん
は
「
発
生
要
因

と
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
析

す
る
こ
と
で
、
パ
ワ
ハ
ラ
は

科
学
で
解
決
で
き
る
」
と

し
、「
普
通
・
常
識
と
い
う

価
値
観
に
よ
る
期
待
の
高
さ

が
、
満
た
な
い
結
果
に
対
し

感
情
が
高
ま
り
、
パ
ワ
ハ
ラ

は
起
因
す
る
。
自
分
勝
手
な

価
値
観
や
固
定
概
念
に
気
付

く
べ
き
」
と
発
生
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
解
析
。

さ
ら
に
「
組
織
に
お
い
て

パ
ワ
ハ
ラ
を
引
き
起
こ
す
の

は
、
要
求
・
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
高
い
な
ど
構
造
的
な
課
題

も
あ
る
が
、
一
方
で
暇
な
職

場
で
も
発
生
す
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
仕
事
に
対

す
る
役
割
の
葛
藤
や
あ
い
ま

い
さ
が
あ
る
職
場
で
起
こ
り

や
す
い
。
日
本
社
会
は
、
タ

フ
な
人
が
評
価
さ
れ
、
男
ら

し
さ
が
求
め
ら
れ
る
組
織
文

化
が
あ
り
、
構
造
的
な
根
源

と
な
っ
て
い
る
」
と
組
織
に

お
け
る
課
題
を
報
告
し
た
。

法
改
正
に
よ
り
事
業
主
に

義
務
付
け
ら
れ
た
パ
ワ
ハ
ラ

防
止
措
置
に
つ
い
て
「
仕
事

量
を
見
直
す
と
と
も
に
仕
事

内
容
を
具
体
化
し
、
役
割
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
。

ま
た
、
組
織
構
造
や
そ
の
風

土
が
大
き
く
影
響
す
る
た

め
、
冗
談
や
か
ら
か
い
を
容

認
す
る
こ
と
も
パ
ワ
ハ
ラ
の

根
源
と
な
る
」
と
し
、「
啓

発
や
相
談
窓
口
の
設
置
の
前

に
、
ま
ず
は
事
実
確
認
や
行

為
者
の
処
分
を
や
る
べ
き
で

あ
り
、
順
序
を
間
違
え
る
対

策
は
功
を
奏
さ
な
い
。
断
固

と
し
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
許

さ
な
い
と
い
う
強
い
姿
勢
を

示
す
こ
と
が
重
要
。
さ
ら

に
、
ミ
ス
し
て
も
非
難
さ
れ

な
い
心
理
的
安
全
性
を
構
築

す
る
こ
と
も
大
事
で
あ
る
」

と
解
説
し
た
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
職
場
を

暗
い
雰
囲
気
に
す
る
だ
け
で

な
く
、
生
産
性
や
人
間
関
係

に
ま
で
影
響
す
る
。
一
人
ひ

と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
職
場

が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職

場
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。

2023自治労水週間
県本部塗り絵コンクール 結果
第39回自治労水週間の今年のテーマは、『あなたと
未来にめぐる水』
その一環として塗り絵コンクールを実施し、今年か

ら新たに県本部賞を用意いたしました。
多くの組合員・家族のみなさまから応募（117点）を
いただき、下記のとおり受賞者が決まりました。

大人の部 応募64点
優秀賞 「未来につながる水」 春成 三葵子 さん（川崎下水労組）
入 賞 「光芒」 干川 沙織 さん（公企労）
佳 作 「育まれた美しい川と海」 栗田 美幸 さん（公企労）
佳 作 「優しい水循環」 柴田 宗則 さん（川崎下水労組）

こどもの部 応募53点
優秀賞 「水がめぐる世界」 干川 浬奈 さん（公企労）
入 賞 「水は笑顔のもと」 矢部 彩芽 さん（公企労）
佳 作 「みずのせかい」 須藤 双葉 さん（川崎下水労組）
佳 作 「無題」 門脇 知也 さん（川崎下水労組）

各受賞者には、賞品を贈らせていただ
きます。
多数ご応募いただきご協力ありがとう
ございました。
なお、各部門の優秀賞の作品は、県本部
公式インスタグラムに掲載しています。

某
デ
パ
ー
ト

の
労
働
組
合

が
売
却
を
め

ぐ
っ
て
、
雇

用
な
ど
へ
の

懸
念
か
ら
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
突

入
。
大
手
デ
パ
ー
ト
で
は
お

よ
そ
60
年
ぶ
り
と
の
ニ
ュ
ー

ス
が
流
れ
て
い
た
◆
た
し
か

入
庁
し
て
1
度
だ
け
ス
ト
を

行
っ
た
記
憶
が
と
思
い
さ
っ

そ
く
議
案
書
を
調
べ
て
み
る

と
…
。
1
9
9
4
年
の
賃
金

確
定
交
渉
。
国
を
上
回
る
一

時
金
の
支
給
率
削
減
を
巡
っ

て
、
交
渉
は
平
行
線
を
た
ど

り
一
時
間
ス
ト
へ
突
入
。
結

果
と
し
て
削
減
は
阻
止
で
き

な
か
っ
た
が
、
要
求
実
現
の

た
め
組
合
員
が
一
丸
と
な
り

闘
う
姿
に
ワ
ク
ワ
ク
し
た
も

の
だ
っ
た
◆
昨
今
、
自
治
労

も
組
合
員
減
少
に
歯
止
め
が

掛
か
ら
な
い
。
組
合
員
確
保

の
た
め
に
も
、
賃
金
確
定
交

渉
に
向
け
『
一
単
組
、
一
要

求
』
を
。
要
求
実
現
に
向
け

県
本
部
、
単
組
と
も
団
結
し

て
が
ん
ば
ろ
う
！
（
幸
） 県本部公式インスタグラム

自治労大会

運
動
前
進
に
向
け
活
発
討
論

新
た
に
石
上
委
員
長（
北
海
道
）を
選
出

全国の仲間の『声』が『力』に
第27回参議院議員選挙自治労組織内（全国比例）

岸 まきこを推せん決定

中野 雅臣
蓼沼 宏幸

（組合員の購読料は組合費の中に含む）

（1）2023年9月15日号（毎月2回発行1日・15日） 自 治 労 神 奈 川 890号

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用できない人のために、営利目的
とすることを除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。
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自
治
労
県
職
労
発

自
治
労
県
職
労
発

ユ
ー
ス
活
動
を
積
極
的
に
展
開

そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
組
合
で

は
、
年
に
1
度
の
定
期
大
会

の
季
節
を
迎
え
て
い
る
。
組

織
の
強
化
や
職
場
に
依
拠
し

た
労
働
運
動
の
構
築
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て

議
論
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
な
か
、
自
治
労
県

職
労
の
大
会
で
は
、
毎
年
大

会
参
加
者
同
士
で
職
場
実
態

を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

の
共
有
を
目
的
と
し
て
、
分

散
会
討
論
を
実
施
し
て
い

る
。若

手
組
合
員
を
中
心
と
し

た
、
分
散
会
で
は
「
な
ぜ
神

奈
川
県
庁
を
志
し
た
か
」

「
な
ぜ
組
合
に
加
入
し
た

か
」「
組
合
に
求
め
る
も
の

は
何
か
」
な
ど
を
、
若
手
の

視
点
か
ら
意
見
交
換
。
さ
ら

に
、
記
念
講
演
と
し
て
自
治

労
本
部
・
兒
玉
青
年
部
長
を

招
き
、「
知
ろ
う
・
考
え
よ

う
・
私
た
ち
と
組
合
」
と
題

す
る
講
演
を
行
っ
た
。

児
玉
さ
ん
は
「
あ
ら
ゆ
る

サ
ー
ビ
ス
や
労
働
が
あ
っ
て

社
会
が
成
り
立
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
働
く
仲
間
を
支
え
る

労
働
組
合
の
存
在
は
、
い
わ

ば
社
会
全
体
を
支
え
る
イ
ン

フ
ラ
だ
」
と
し
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
職
場
の
実
態
を
踏
ま
え

「
シ
ス
テ
ム
導
入
や
効
率
化

は
現
場
の
作
業
量
や
住
民
の

満
足
度
向
上
が
指
標
と
な
る

べ
き
。
そ
う
で
な
い
と
現
場

労
働
者
に
必
ず
し
わ
寄
せ
が

く
る
。
ま
た
、
社
会
全
体
が

不
安
定
に
な
る
と
、
公
的
な

ニ
ー
ズ
が
増
え
る
一
方
で
、

私
た
ち
に
対
す
る
批
判
や
不

満
も
増
大
す
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
労
働
組
合
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
存
在
意
義
を
知
っ

て
い
る
か
知
ら
な
い
か
で
自

分
の
人
生
の
選
択
肢
は
大
き

く
変
化
す
る
。
狭
い
視
野
で

の
『
コ
ス
パ
』
や
目
先
の
損

得
で
は
な
く
、
参
加
・
意
見

反
映
↓
活
動
の
活
性
化
↓
働

き
や
す
い
職
場
の
好
循
環
を

め
ざ
し
、
自
信
を
持
っ
て
活

動
し
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か

け
た
。

自
治
労
県
職
労
は
組
織
競

合
な
ど
の
課
題
を
抱
え
な
が

ら
も
、
新
た
な
若
い
仲
間
が

中
心
と
な
っ
て
ユ
ー
ス
部
を

立
ち
上
げ
、
新
採
用
歓
迎
会

や
家
族
参
加
の
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
開
く
な
ど
、
仲
間
づ
く

り
に
向
け
積
極
的
に
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

県本部第75回定期大会
さまざまな職場の課題解決や賃金や労働条件の改

善に向けた取り組み方針を決定する重要な大会です。
ぜひ、みなさんの『声』を寒川へ！

〈報告事項〉
2023年度運動総括
2023年度一般会計・特別会計決算報告
会計監査報告
〈議 案〉
第1号議案 2024‐2025運動方針（案）
第2号議案 当面の闘争方針（案）
第3号議案 2024年度一般会計・特別会計予算（案）
第4号議案 新たな財政方針について
第5号議案 第27回参議院議員選挙闘争の推進につ

いて
第6号議案 特別中央執行委員等の選任について

厚
木
基
地
爆
音
防
止
期
成

同
盟
（
厚
木
爆
同
）
な
ど
関

連
4
団
体
は
、
8
月
26
日
、

大
和
市
や
ま
と
公
園
で
、

「
第
五
次
厚
木
基
地
爆
音
訴

訟
勝
利
！
安
保
3
文
書
撤

回
！
防
衛
予
算
増
に
反
対
す

る
8
・
26
神
奈
川
集
会
」
を

開
き
、
労
働
組
合
や
市
民
団

体
な
ど
2
5
0
人
が
結
集
し

て
抗
議
行
動
を
行
っ
た
。

主
催
者
の
ひ
と
り
、
厚
木

爆
同
・
石
郷
岡
委
員
長
は

「
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な

集
会
を
開
く
こ
と
の
な
い
静

か
で
安
全
な
日
常
を
求
め
て

い
る
。
今
秋
に
結
審
を
迎
え

る
第
五
次
爆
音
訴
訟
に
勝
利

す
る
た
め
、
も
う
ひ
と
踏
ん

張
り
頑
張
ろ
う
」
と
し
て
参

加
者
に
呼
び
か
け
た
。

米
軍
空
母
艦
載
機
の
岩
国

へ
の
移
駐
が
完
了
し
て
か
ら

5
年
が
経
つ
。
し
か
し
、
岩

国
か
ら
く
る
空
母
艦
載
機
や

海
兵
隊
機
、
日
本
の
海
上
自

衛
隊
の
哨
戒
機
や
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
厚
木
基
地
を
拠
点
に

訓
練
を
繰
り
返
し
て
い
る
た

め
、
周
辺
の
爆
音
被
害
は

ま
っ
た
く
軽
減
さ
れ
て
い
な

い
。
さ
ら
に
、
米
軍
自
ら
欠

陥
機
と
称
し
た
オ
ス
プ
レ
イ

が
、
定
期
整
備
の
た
め
た
び

た
び
飛
来
し
て
い
る
。
周
辺

住
民
は
、
変
わ
る
こ
と
の
な

い
航
空
機
の
爆
音
と
事
故
へ

の
不
安
の
日
々
を
過
ご
し
て

い
る
。

集
会
に
集
ま
っ
た
多
く
の

参
加
者
と
と
も
に
「
静
か
で

安
全
な
空
」
を
取
り
戻
す
た

め
、
集
会
終
了
後
は
厚
木
基

地
周
辺
を
デ
モ
行
進
し
、

「
静
か
な
空
を
返
せ
」「
安

全
な
空
を
返
せ
」「
オ
ス
プ

レ
イ
は
飛
行
を
や
め
ろ
」
な

ど
と
、
抗
議
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
あ
げ
た
。

横
須
賀
基
地
は
原
子
力
空

母
の
母
港
と
な
り
、
横
浜
ノ

ー
ス
ド
ッ
ク
に
は
米
軍
揚
陸

部
隊
が
配
備
さ
れ
る
な
ど
、

県
内
の
基
地
問
題
は
山
積
し

て
い
る
。
県
本
部
に
結
集

し
、
静
か
で
安
全
な
神
奈
川

を
取
り
戻
そ
う
。

静
か
な
空
を
返
せ

爆
音
解
消
求
め
大
和
で
集
会

「
原
発
あ
る
あ
る
」で
は済

ま
さ
れ
な
い
現
実

■
あ
ら
た
め
て
書
く
の
も
恐
縮
だ

が
、
原
子
力
発
電
所
で
は
通
常
運

転
に
伴
っ
て
多
種
多
様
な
放
射
性

廃
棄
物
が
発
生
し
て
い
る
。
半
減

期
約
12
年
の
放
射
性
同
位
体
ト
リ

チ
ウ
ム
も
液
体
廃
棄
物
の
ひ
と

つ
。
こ
の
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
処
分
方
法
は
、
濃
度
測
定
の

上
、
海
洋
放
出
を
基
本
と
し
て
い

る
。
日
本
全
国
の
原
発
か
ら
は
年

間
約
3
8
0
兆
ベ
ク
レ
ル
が
海
洋

放
出
さ
れ
て
い
て
、
事
故
前
の
福

島
第
1
原
発
も
年
間
2
・
2
兆
ベ

ク
レ
ル
を
海
洋
放
出
し
て
い
た
。

い
わ
ゆ
る
福
島
第
1
原
発
「
処
理

水
」
の
海
洋
放
出
は
、
こ
の
放
射

性
廃
棄
物
の
処
理
基
準
を
下
回
っ

て
い
る
か
ら
「
安
全
だ
」
と
い
う

わ
け
だ
。
■
毎
日
平
均
1
0
0
ト

ン
の
高
濃
度
汚
染
水
が
発
生
し
て

い
る
福
島
第
1
原
発
。
3
基
あ
る

原
子
炉
に
は
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
し
た

核
燃
料
を
冷
や
す
冷
却
水
の
ほ

か
、
地
下
水
や
雨
水
も
大
量
に
流

入
し
て
い
て
、
政
府
の
有
識
者
会

議
で
は
10
年
前
か
ら
そ
の
処
分
方

法
を
議
論
し
て
き
た
。
海
洋
放
出

の
方
針
は
2
年
前
に
決
め
て
い
た

が
、
漁
協
な
ど
地
元
関
係
者
は
一

貫
し
て
反
対
を
表
明
。「
科
学
的

な
安
全
性
」
だ
け
で
納
得
で
き
る

課
題
で
あ
れ
ば
、
こ
ん
な
に
時
間

が
か
か
る
の
は
ど
う
し
て
か
。
推

計
8
8
0
ト
ン
の
燃
料
デ
ブ
リ
に

直
接
触
れ
た
汚
染
水
が
こ
れ
ほ
ど

大
量
に
、
か
つ
長
期
に
外
部
流
出

リ
ス
ク
に
曝
さ
れ
る
事
態
は
世
界

に
も
前
例
が
な
い
。
こ
の
高
濃
度

汚
染
水
を
浄
化
処
理
し
て
海
洋
放

出
す
る
と
い
う
「
処
理
水
」
は
、

そ
も
そ
も
、
内
外
の
原
発
が
海
洋

放
出
し
て
い
る
低
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
と
は
発
生
経
路
や
性
質
が

違
う
も
の
だ
。
■
廃
炉
に
向
け
て

避
け
て
通
れ
な
い
課
題
だ
と
い
う

が
、
今
は
、
廃
炉
プ
ロ
セ
ス
の
ど

の
位
置
に
あ
る
の
か
。
通
常
、
原

発
の
廃
炉
は
約
30
年
か
か
る
。
国

内
に
は
廃
炉
が
完
了
し
た
商
業
用

原
子
炉
は
な
い
。
政
府
と
東
電

は
、
福
島
第
1
原
発
の
廃
炉
を
最

長
40
年
か
け
て
終
え
る
と
し
て
い

る
が
、
最
終
形
は
不
明
だ
。
3
基

の
原
子
炉
で
は
核
燃
料
が
圧
力
容

器
か
ら
溶
け
落
ち
て
燃
料
デ
ブ
リ

を
形
成
し
て
い
る
。
1
号
機
は
圧

力
容
器
を
溶
け
出
て
、
格
納
容
器

底
部
に
広
範
囲
に
散
ら
ば
っ
て
い

る
可
能
性
が
高
い
。
2
号
機
は
圧

力
容
器
の
底
に
多
く
あ
る
状
態
。

3
号
機
は
圧
力
容
器
内
に
少
な

く
、
格
納
容
器
内
に
一
定
程
度
存

在
す
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
燃

料
デ
ブ
リ
を
取
り
出
し
た
先
例
は

ど
こ
に
も
な
い
。
が
れ
き
を
は
じ

め
と
し
た
大
量
の
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
の
処
分
方
法
も
見
通
し

は
立
っ
て
い
な
い
。「
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
か
ら
捨
て
る
」
と
い
う

話
し
だ
け
で
は
、
先
送
り
と
見
切

り
発
車
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
。

■
内
外
の
理
解
と
協
力
を
取
り
付

け
る
の
は
政
府
と
東
電
の
責
任

だ
。
政
府
の
判
断
を
「
評
価
し
た

い
」
と
し
た
日
経
新
聞
（
8
月
23

日
社
説
）
で
も
、「
処
理
水
放
出

は
復
興
と
廃
炉
へ
の
一
里
塚
で
し

か
な
い
。
こ
の
機
に
、
政
府
は
全

体
像
を
示
し
つ
つ
、
着
実
に
進
め

る
意
思
表
明
を
す
べ
き
だ
」
と
説

い
た
。
毎
日
新
聞
は
丁
寧
な
合
意

形
成
を
怠
っ
て
き
た
政
治
の
無
責

任
を
指
摘
し
、「
処
理
水
の
放
出

を
、
被
災
地
の
復
興
に
ど
の
よ
う

に
つ
な
げ
る
の
か
。
道
筋
を
内
外

に
示
す
責
任
が
あ
る
」（
8
月
23

日
社
説
）
と
説
い
た
。「
科
学
的

に
安
全
」
と
ば
か
り
声
高
に
し
て

い
て
も
不
安
は
な
く
な
ら
な
い
。

信
頼
関
係
が
な
け
れ
ば
廃
炉
は
進

ま
な
い
と
い
う
現
実
に
こ
そ
真
剣

に
向
き
合
う
べ
き
だ
。
■
3
基
の

原
子
炉
が
炉
心
溶
融
（
メ
ル
ト
ダ

ウ
ン
）
を
起
こ
す
と
い
う
世
界
最

悪
レ
ベ
ル
の
原
子
炉
事
故
か
ら
12

年
余
。
廃
炉
と
復
興
の
全
体
像
す

ら
示
せ
な
い
、
否
、
示
そ
う
と
し

な
い
政
治
の
怠
慢
こ
そ
指
摘
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
放
射
能
を
閉

じ
込
め
る
「
最
後
の
砦
」
と
い
わ

れ
る
原
子
炉
格
納
容
器
は
12
年
前

に
損
傷
し
た
ま
ま
人
を
寄
せ
付
け

な
い
。
燃
料
デ
ブ
リ
が
存
在
す
る

限
り
高
濃
度
汚
染
水
は
発
生
し
続

け
る
。
使
用
済
み
核
燃
料
の
放
射

能
レ
ベ
ル
が
天
然
ウ
ラ
ン
鉱
物
ほ

ど
に
下
が
る
ま
で
に
は
約
10
万
年

か
か
る
。
燃
料
デ
ブ
リ
を
何
世
代

に
も
わ
た
っ
て
安
全
に
管
理
で
き

る
の
か
。
福
島
第
1
原
発
は
、
こ

の
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
現
実
を

私
た
ち
に
突
き
付
け
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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